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活動目的

美つくりの里・旅するアートは、美作地域の様々な場所でアートイベントを開催することにより、それぞれの地域がも
つ様々な魅力ある文化資源の活用のかたちを提示するとともにその存在を広く紹介することを通じて、地域への関
心を高めること、および、イベントへの多様な関わり方を通じた文化活動の担い手を育成し、活力ある地域づくりを
進める契機とすることを目的としています。
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団体の紹介団体の紹介
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平成25年（２０１３）は美作国が建国されてから１３００年目の記念すべき年にあたり、地域の各地で様々な記念事
業が開催されています。
美つくりの里・旅するアート２年目となる2013年度事業は、津山市を主会場とすることとなり、実行委員会では、「ア
ートがナビゲートする美作国１３００年の時間旅行」というサブテーマを設け、古来美作地域の政治と経済の中心的
役割を担ってきた津山市の歴史と文化をできるだけ幅広く、多くの方に紹介できる機会とすることを目的に、 弥生
住居趾や美作国府跡、近世大名庭園など長い歴史を物語る文化財と近代的な住宅街そして高校や大学が混在す
る津山市北部市街地（山北・北園町・上河原・小原・ 沼） を会場とするアートイベントを企画しました。
その意図は、津山市の衆楽園（国指定名勝　旧津山藩別邸庭園）をはじめ、美作大学や、地区の飲食店や和洋菓
子店、画材店などを会場とする多様なアートイベントを開催し、訪れた方々にこれらの地区を巡ってもらうことを通じ
て、古いもの・新しいものが独特のバランスの中で混在している津山という町の「時間の集積」を感じ、同時に新しい
動きを知ってもらうことにより、未来への眼差しを得る機会としてもらうことにありました。
春から夏にかけ招聘アーティストなどの人選を行い、夏には地区の店舗への説明と参加アーティストの募集、美作
大学との協働プランの検討などの準備を進め、９月２６日（土）から１０月２０日（日）までの２３日間を主会期として展
覧会のほかワークショップやシンポジウムなどを開催し、来場者はのべ約9,200人でした。
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来ん・店舗・ラリーと銘打った店舗での展覧会・イベント事業では店舗と参加アーティストによる主体的な企画を重視し、
バリエーション豊かなアートイベントが展開されました。また美作大学協働プロジェクトでは学祭と連動したワークショップ
やエイブルアートの可能性を考えるシンポジウム等を開催、新たな地域の活力を感じられる場となりました。衆楽園現代
アート展会場も連日多くの方が訪れ、各会場でアートの多様さを楽しんでいただく機会となりました。
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